
（様式－１ 表紙） 

 

 

  １ 調査名称：甲州市都市計画道路見直し調査 

 

 

 

 ２ 調査主体：甲州市 

 

 

 ３ 調査圏域：甲州市塩山地内 

 

 

 ４ 調査期間：令和３年度 

 

 

 ５ 調査概要： 

 

 西関東連絡道路の完成や連結する新山梨環状道路（東部区間）の事業化による交通

量及び交通体系の変化が想定されることから、将来交通需要を見越した広域的なネッ

トワークの形成が求められるため、約 50 年前に都市計画決定された本市の都市計画

道路をまちづくりの方向性や交通計画及び道路構造に整合した都市計画道路に見直し

する必要がある。 

 また、社会情勢の大きな変化や防災に適した都市計画道路の整備及び整備着手の長

期化が見込まれる都市計画道路の見直しを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



様式－２ａ 調査概要） 

 

Ⅰ 調査概要 

 

 １ 調査名称：甲州市都市計画道路見直し調査 

 

 ２ 報告書目次 

第１章 都市計画道路見直しの背景と進め方 

（１）目的 

（２）見直し検討フロー 

第２章 検討対象路線の概要 

（１）都市計画道路整備状況 

（２）都市計画道路計画幅員 

（３）地域の現況及び将来人口推計 

（４）甲州市都市計画マスタープランにおける位置づけ 

（５）必要性の検証項目の設定 

（６）各路線の必要性の検証結果 

（７）検証対象路線 

第３章 各路線の検証 

３－１ 検証のための評価項目・評価基準 

３－２ 庁内アンケート 

（１）庁内アンケートの概要 

（２）庁内アンケートの結果 

３－３ ３・５・３塩山千野線（区間②） 

（１）路線の概要 

（２）事業性の検証 

（３）総合的な検証 

３－３ ３・４・３上於曽本町神田線 

（１）路線の概要 

（２）事業性の検証 

（３）総合的な検証 

３－３ ３・５・６下塩後牛奥線（区間②） 

（１）路線の概要 

（２）事業性の検証 

（３）総合的な検証 

 

第４章 見直し案 

巻末資料 



  ・様式１０ 

  ・様式１１ 

  ・図面集（総括図、計画図、標準横断図、将来道路網図） 

  ・業務計画書 

  ・打合せ記録簿 

 

 

 

 



                                                      （様式－２ｂ 調査概要） 

 

 ３ 調査体制 

 

甲州市都市計画検討庁内幹事会 

 

甲州市都市計画検討庁内幹事会 事務局 

（甲州市都市整備課 計画指導・景観担当） 

 

 

 ４ 委員会名簿等： 

甲州市都市計画検討庁内幹事会 

未来戦略室長 広瀬 秀一 

防災危機管理室長 古屋 勇司 

建設課長 内田 正文 

農林振興課長 上矢 敏彦 

上下水道課長 杣野 栄 

観光商工課長 志村 裕喜 

文化財課長 飯島 泉 

市民生活課長 網野 光邦 

勝沼支所長 金井 明則 

大和支所長 小林 茂夫 

都市整備課長 日原 美希彦 

 

事務局 

都市整備課 計画指導・景観担当 

リーダー 丸田 美津恵 

副主査 勝村 悠史 

主任 楠 かすみ 

 

 

 

 

 

 

 

 



（様式－３ａ 調査成果） 

 

Ⅱ 調査成果 

 

 １ 調査目的 

都市計画決定から現在までの社会情勢の変化、将来交通需要及び防災に適した都市

計画道路の整備及び広域的なネットワーク形成が求められていることから、整備着

手の長期化が見込まれる都市計画道路の見直しを行うことを目的とする 

 

 ２ 調査フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「都市計画道路見直しガイドライン（山梨県）平成１９年３月」に準拠 

  

見直し候補路線の選定 

必要性の検証 

事業性の検証 

・関連事業との調整 

・構造（地形地物）上の検証 

該当項目が３～４ 

存続 見直し（案）（廃止、変更） 

該当項目が 

２つ以下 

該当項目が 

５つ以上 

庁内検討会 

総合的な検証 

※素案の検証、将来交通需要の検証 

見直し案 

庁内検討会 



 ３ 調査圏域図 

 

 



（様式－３ａ 調査成果） 

 ４ 調査成果 

各種検証の結果を踏まえ、対象３路線３区間の都市計画道路見直し案の概略を以下に示す。 

【都市計画道路の見直し案】 


